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2020年度の目標
• 光学浮上に向けた鏡のプロトタイプ製作と評価

• 製作のアプローチ
- 薄いシリカ基材に誘電体多層膜
コーティングをして曲率をつける

- フォトニック結晶で反射率と曲率をつける

• 評価方法: Fabry-Perot共振器を使って
鏡の反射率と曲率を評価

- 波長は1064 nm (または1550 nm)

- 偏光依存性も評価
- ゆくゆくは熱吸収も評価したい
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2020年度に目指す鏡の仕様
• 波長: 1064 nm (1550 nmも可)

• 反射率: なるべく高く (最終的には99.95%以上)

• 質量: 不問 (最終的には1-2 mg程度)

• サイズ: 直径1 mm程度以上 (要相談)

• 曲率半径: なんらかの集光/拡大が確認できればOK

(最終的にはRoC=30 mm程度で凸)
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2020年度に評価したい鏡
• 薄いシリカ鏡

- S社製の試作品
(納品済; ビリカケ)

- 直径3mm基材(納品済)

- 直径1inchコーティング有
(夏頃納品予定？)

- 直径3mmコーティング有
(秋頃納品予定？)

• Si3N4メンブレン
- Norcada NX5100DS (有)

- フォトニック結晶化したもの

• フォトニック結晶
- 何らかの試作品 4

https://www.norcada.com/products/high-q-si3n4-membrane/


評価方法
• 予備測定として、単純に鏡の反射光強度とビーム
プロファイルを測定

• 反射率と曲率が既知の鏡とFabry-Perot共振器
- フィネスから反射率を推定
- 縦モード間隔から曲率を推定
- 波長は1064 nm(または1550 nm)に固定
- 偏光依存性も評価
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K. Nagano, JPS2017s talk

http://granite.phys.s.u-tokyo.ac.jp/knagano/presentation/20170913_JPS(2017F)_nagano_ver3.pdf


2020 2021
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スケジュール案 (状況次第ですが…)
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3mmシリカ基材製作

1inchシリカ基材製作

1inchシリカ基材コーティング

3mmに切り出し

評価光学系開発

シリカ鏡評価
納品

フォトニック結晶設計

参照鏡評価

納品

真空槽導入
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フォトニック結晶製作
(複数回？)

修論執筆

フォトニック結晶評価 追加測定
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